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令和 5 年度 千葉県民間保育振興会 第 10 回理事者会議事録 

 

1. 日時 ： 令和 6 年 3 月 19 日（火）15：00 ～  

 

2. 場所 ： 西船出張所（船橋市西船 4-274-5） 

 

3. 出席者 

出席者（14 名：敬称略） 

茂呂 剛 (新木戸保育園)         高橋 弘道 (明照保育園) 

天野 洋史 (あすなろ保育園)      田鎖 美穂 (花の子保育園) 

山田 裕宇記 (小金西グレースこども園) 橘 朱美 (いわさき保育園） 

森田 雅宏 (つぼみ保育園)        飯島 一幸 (さくら保育園) 

菊地 美鈴 (シーガル保育園)      猪瀬 貴大 (愛泉保育園)  

宮﨑 真佐美(行徳第二保育園)      川島 裕介 (けやきの森保育園西初石園) 

大越 紀明 (緑が丘はぐみの杜保育園)  渡辺 信哉 (愛光保育園)           

横山 和子 (大日保育園)        日暮 孝行 (八景台保育園)              

力丸 優司 (稔台保育園) 

 

欠席者 13 名：敬称略 (内、5 名より委任状提出。) 

丸山 純 (勝田保育園)、佐竹 恒輝 (てまり保育園)、岩崎 晃太郎 (太陽の子保育園) 、 

山本 亮平 (ピオーネ流山保育園）、藤本 喜代美 (南流山保育園ひびき)、 

青木 唯人 (森のまちひなた保育園）、岩間 真佐代 (弁天保育園)、 

熱田 寛明 (東保育園)、林 健一 (木更津むつみこども園)、飯田  倫雄 (富津保育園)  

 

4.【副会長挨拶】 

 茂呂会長ご公務につき、遅参の為、高橋副会長より。 

 卒園式が間近である。自園の卒園児童も年々減ってきている感覚ではある。そういった中で、

来てくれる子ども達がどう楽しく過ごせるのかな？などと、保育士確保と共に頭を悩ませるとこ

ろである。今日は情報交換などをしながら、総会に向けての議題や意見を出し合って進めていけ

ればと思うので、本日もよろしくお願いします。 

 

5.【議長就任】 

田鎖副会長が任命され開会宣言がなされた。 

 

6.【定足数の確認】 

大越（総務委員）より「理事者総数 27 名中 14 名出席であり、欠席の理事者より 5 名の委任

状を頂いており過半数の出席が確認され、定足数の充足が確認された」との報告がなされた。 
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7.【資料確認】 

大越理事より、以下の資料の確認を行う。 

・理事会開催通知  ・第 9 回理事会議事録 ・令和６年度研修要綱 

・私保連 調査協力依頼文 ・総会資料原案 ・予算案＆決算案 

・パンフレット原案(回覧) 

 

8. 【議事録作成】 

力丸が 3 月度議事録の作成担当とされた。 

 

9. 【議事録署名人】 

・議 長：田鎖 美穂 (花の子保育園) 

・署名人：菊地 美鈴 (シーガル保育園)、橘 朱美 (いわさき保育園）が指名された。 

 

10. 【前回議事録承認】 

承認された。 

 

11．【新議題の採択】 

【協議・審議事項】 

 事務局（総務・会計） 

・総会資料原案について 

・派遣助成費について 

・決算予算案について 

【審議事項】 

広報委員会 

・パンフレット原案 

 

13.【全私保連より連絡】                    （全私保連 丸山常務理事） 

・丸山理事欠席により割愛。 

 

14.【本日の議題】 

【審議及び協議事項】 

（審議事項） 

・総会資料原案について 

 細かい体裁や校正、誤字などを整え、予算決算書及び監事監査署名、協賛企業の広告を掲載

する。 

 各委員会の内容などを確認頂き、令和６年度の総会資料として可決された。 

※誤字等は入稿ギリギリまで訂正が可能なので、都度、大越理事及び力丸までご一報を。 

・派遣助成費について 

 決算書を確認してもらう限り、実際に掛かった派遣助成費について、未請求の保険助成費が
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一部あると思われる。各委員長の活動において発生した派遣助成費については、請求して頂

ければ、適正に清算する。 

 そこで、今後の派遣助成費の運用にあたり、内規を設けたいと考えている。 

１案）実費清算 

２案）事務局長の施設起点で一律清算 ※全私保連に倣う 

３案）一律２０００円(金額は要精査) 

⇒事務局長の施設が遠方となった場合、派遣助成費が膨らんでしまう可能性がある。 

 ⇒派遣助成費の内規として、現体制下で２案）の事務局長の施設起点で一律清算とする。 

 ⇒本年度請求していない派遣助成費に関しては、本年度中に森田会計まで請求するように。 

 

・今年度決算、来年度予算について説明がなされた。 

 〈今年度決算〉 

〇戻し入れ収入とは？ 

  ⇒各委員会に対して、委員会運営費支出内の事務活動費(交通費を除く)として渡している

分から戻入した金額。 

 〇繰越金の取扱いについて、例えば石川能登震災への寄付金などの使い方が出来るかどうか。 

⇒寄付金に関して、どのような内規を設けるか等、被災状況などの線引きが難しい。また、

いつ起こるかわからない有事に対して、その時の振興会の財務状況によって寄付金額に

差異が生まれてしまう可能性があり、不平等な使い方は適正ではないと思われる。 

⇒加盟園に対して還元していくことが適正と考えるため、例えば、研修参加費を無料にす

るなどが考えられる。 

⇒一部を大会繰出金支出に割り当て、大会用資金として積み立てる。 

  〇決算書内の「１事業費支出」内の「05県要望書提出/会員園状況調査・報告支出」において、

「予算 9万円：決済額 0円」となっている。 

   ⇒調査要望委員会における要望書提出や調査については事業費ではなく、委員会活動費と

して計上している為、0円となっている。本年度予算及び来年度決算の記載している内容の

兼ね合いで予算書から削除することが難しい。翌年度の決算予算で整理出来る予定。 

   ただ、事業支出が 0 円という表記は事業をしていないと思われてしまう。実際に委員会と

して活動している中で、プリントした印刷代や通信費などの目に見えていない経費がある

はず。もし、調査要望委員の各園で経費を持ってしまっている部分があれば、それは事業費

として計上した方が健全である。 

   

  上記内容の確認がなされ、可決された。 

   

  〈来年度予算〉 

    近年のコロナ禍による活動縮小や整理。事業の見直しを行った結果、昨年度予算に対し

て決算が余り、繰越金が多くなってしまっている。それを研修会費の無償化など、会員園に

対して還元を行っていきたく、赤字予算書として作成。 

   研修委員会としては一部の研修会にて発生するテキスト書籍代のみ参加者より徴収するが、
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その他の研修会参加費は先の提案の通り、無料にて開催決定。 

   また、赤字予算だとしても、不測の事態にも対応できるように予備費は設定する。 

    

  以上の内容の確認がなされ、可決された。 

 

・パンフレット原案について 

 内容を回覧にて確認し問題なければ、審議可決とする。その後、デザインを外注。 

  沿革などを顧問の先生方に確認をして頂くことが必要。その他、誤字や訂正箇所の確認がな

された。これらの内容を反映させた原案をメールにて審議可決とする。 

 

（協議事項）  

  ・令和 6 年度 研修について 

   研修会費用無料化などについて、次回理事会にて研修要綱を確認して頂けるように準備

する。 

      

15. 【各種報告事項】 

〇 事務局／総務委員会 

・総会の日程、当日の動き 

 原則、全員参加でお願いした。全員に役割があるので、是非、理事の皆様のご協力をお

願いする。 

・私保連表彰の推薦者選考進捗（松戸市、市川市、郡部 

  松戸市：森田等先生（社会福祉法人ほほえみ会 つぼみ保育園園長及び理事） 

  市川市：検討中 

  郡部：検討中 

 

〇 研修委員会 

  ・特になし 

 

〇 広報委員会 

  ・特になし 

 

〇 調査要望委員会 

・調査アンケート実施。各地域団体への宣伝協力お願いします。 

 

〇 保育者の集い委員会 

令和 6年度派遣委員依頼。 

松戸市、流山市、船橋市、市川市、山武市、富津市からお願いしたい。各 1名ずつ。 

（1任期：2年間） 
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〇 プロジェクト特別委員会 

  ・管理者向け研修会 

令和 6年 2月 27日(火)実施 82名参加 

   

〇 青年部会 

 ・特になし 

 

次回開催日時場所確認 

日時：令和 6 年 4 月 16 日（火） 14 時～時開催予定 

場所：未定  

 

 

以上をもち、田鎖議長の閉会宣言により終了となる。 

 

本理事会の正確を期するため、以下署名する。 

 

議長 

            花の子保育園           田鎖 美穂        印 

 

      議事録署名人 

           シーガル保育園           菊地 美鈴          印 

 

          いわさき保育園             橘 朱美        印 


